
「
こ
れ
を
機
に
ま
ち
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
名
実
と
も
に

町
か
ら
市
へ
と
変
貌
し
た
と
思
う
。銀
座
駅
の
ホ
ー
ム
で『
和

光
市
駅
行
き
』
と
い
う
電
光
掲
示
板
を
見
た
と
き
、
感
動
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
」

こ
う
語
る
の
は
、
和
光
市
商
工
会
の
斎
藤
和
康
会
長
だ
。

こ
の
言
葉
は
、
和
光
市
民
に
と
っ
て
昭
和
六
十
二
年
八
月

二
十
五
日
の
地
下
鉄
有
楽
町
線
（
以
降
有
楽
町
線
）
開
通
が

い
か
に
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

和
光
市
民
が
長
年
待
ち
望
ん
で
い
た
有
楽
町
線
の
開
通

に
よ
り
、
東
武
東
上
線
と
の
相
互
直
通
乗
り
入
れ
が
実
現

し
、
乗
り
換
え
な
し
で
都
心
へ
直
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

和
光
市
と
新
富
町
間
の
二
二
・
四
㌔
㍍
を
四
一
分
で
結
ん
だ
。

都
心
直
行
、
ラ
ッ
シ
ュ
軽
減
、
急
行
停
車
な
ど
、
都
心
へ
の

通
勤
・
通
学
が
一
層
容
易
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
市
民
の
日
々

の
暮
ら
し
が
便
利
と
な
る
と
同
時
に
、
有
楽
町
線
の
乗
り
入

れ
が
和
光
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
奏
功
し
た
こ
と

も
事
実
で
あ
っ
た
。
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
沿
線
上
の
都

心
の
各
駅
で
「
和
光
市
駅
行
き
」
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
そ

の
代
表
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
和
光
市
の
存
在
を
多

く
の
人
が
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
極
め

て
大
き
く
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
発
展
が
期
待
さ
れ
た
。

ま
た
、
有
楽
町
線
開
通
に
合
わ
せ
、
九
月
に
は
駅
構
内
に

和
光
市
役
所
連
絡
所
が
設
け
ら
れ
、
各
種
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
有
楽
町
線
開
通
を
機
に
、
十
月
、
丸
山
台
土
地

区
画
整
理
事
業
が
着
工
し
、
さ
ら
に
和
光
市
駅
前
広
場
（
南

口
）
修
景
計
画
案
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
進
行

と
と
も
に
、
和
光
市
の
中
心
市
街
地
は
激
変
を
遂
げ
て
い
く
。

有
楽
町
線
開
通
時
点
で
和
光
市
駅
の
周
囲
は
、
ど
こ
に
で
も

あ
る
地
方
の
田
舎
町
と
い
っ
た
風
情
で
あ
っ
た
が
、
丸
山
台

土
地
区
画
整
理
事
業
は
そ
ん
な
和
光
を
一
変
さ
せ
る
一
大
事

業
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
年
四
月
、
市
内
二
校
目
の
高
校
と
な
る
県
立
和
光
国

際
高
校
が
開
校
し
た
。
普
通
科
、
外
国
語
科
、
情
報
処
理
科

の
三
科
を
有
し
、
校
名
ど
お
り
に
外
国
語
教
育
を
重
視
し
、

初
年
度
か
ら
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ロ
ン
グ
ビ
ュ
ー
の
マ
ー
ク

モ
リ
ス
高
校
と
の
間
で
交
換
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
っ
た
。

五
月
、
市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
和
光
市
運
動
場
が
米
軍

基
地
跡
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
前
年
の
昭
和
六
十
一
年
に
は

和
光
市
体
育
賞
も
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
和
光
市
は
ス
ポ
ー
ツ

が
盛
ん
な
ま
ち
で
も
あ
っ
た
が
、
公
営
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が

和
光
市
の

平
成
を
た
ど
る

市
民
待
望
の
地
下
鉄
有
楽
町
線
が
開
通
し
、

銀
座
へ
の
直
通
が
実
現

少
な
か
っ
た
。
野
球
大
会
や
市
民
体
育

祭
の
会
場
探
し
に
も
難
儀
す
る
状
況
で

あ
っ
た
。
真
に
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

利
用
し
や
す
い
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
、

全
国
的
に
も
稀
だ
っ
た
グ
リ
ー
ン
サ
ン

ド
※
①
を
採
用
し
た
こ
と
で
、
和
光
市

運
動
場
は
野
球
に
加
え
陸
上
競
技
も
で

き
る
多
目
的
運
動
施
設
と
し
て
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。
一
般
的
な
、
内
野
が
土
、

外
野
が
芝
生
の
野
球
場
で
は
陸
上
競
技

は
で
き
な
い
が
、
内
外
野
の
段
差
が
な
い
た
め
陸
上
競
技
も

可
能
で
あ
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
容
易
と
な
っ
た
。

一
方
、
昭
和
六
十
二
年
の
社
会
情
勢
を
見
る
と
、
四
月
に

は
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
各
社
の
発
足
が
大
き

な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。
十
一
月
に
は
、
日
本
航
空
が
完
全

民
営
化
し
た
。
民
営
化
な
ど
一
連
の
行
政
改
革
を
主
導
し
、

戦
後
三
位
の
長
期
政
権
と
な
っ
て
い
た
中
曽
根
首
相
が
退
任

し
、
十
一
月
、
竹
下
登
内
閣
が
誕
生
し
た
。

ま
た
、
都
心
を
中
心
と
す
る
地
価
高
騰
が
続
き
、
地
方
に

波
及
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
月
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
株
式
市
場
が
昭
和
四
年
の
恐
慌
を
上
回
る

大
暴
落
と
な
り
、「
暗
黒
の
月
曜
日
」
と
い
わ
れ
た
。
東
京

市
場
も
過
去
最
大
の
下
げ
幅
を
記
録
し
た
。
こ
こ
を
底
に
、

平
成
元
年
に
か
け
て
株
価
は
右
肩
上
が
り
に
上
昇
し
、
人
々

は
バ
ブ
ル
景
気
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
エ
イ
ズ

感
染
の
広
が
り
が
話
題
を
集
め
た
の
も
こ
の
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
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昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年

三
月	

和
光
市
駅
北
口
を
開
設

四
月	

柿
ノ
木
坂
湧
水
公
園
が
完
成

	

県
立
和
光
国
際
高
校
が
開
校

五
月	

和
光
高
校
吹
奏
楽
部
が
全
国
大
会
に

出
場

	

和
光
市
運
動
場
が
完
成

	

福
祉
施
設
「
さ
つ
き
苑
」
を
開
設

八
月	

第
二
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
全
国
大
会
に
出
場

	

地
下
鉄
有
楽
町
線
開
通

	

有
楽
町
線
開
通
記
念
商
工
祭
が
開
催

	

和
光
市
駅
構
内
に
身
障
者
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置

九
月	

第
一
回
健
康
ま
つ
り
開
催

	

第
三
中
学
校
男
子
庭
球
部
全
国
中
学

校
軟
式
庭
球
大
会
で
個
人
、
団
体
戦

と
も
に
優
勝

	

市
役
所
駅
連
絡
所
が
オ
ー
プ
ン

	

人
間
ド
ッ
ク
検
査
料
の
補
助
を
開
始

十
月	

運
動
場
で
初
め
て
の
市
民
体
育
祭

	

練
田
児
童
遊
園
地
が
完
成

	

丸
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
着
工

	

和
光
市
駅
前
広
場
（
南
口
）
修
景
計

画
案

十
一
月
　
住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
業
務
の
一
部

が
開
始

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
の
歩
み

地下鉄有楽町線が開通

和光市運動場オープン記念

※
①
グ
リ
ー
ン
サ
ン
ド
　
輝
緑
岩
を
粉
砕

加
工
し
、
最
大
粒
形
二・
五
㍉
に
粒

度
調
整
さ
れ
た
緑
色
の
天
然
ク
レ
イ

系
舗
装
材
で
あ
る
。
適
度
な
弾
力
性

を
持
ち
人
体
へ
の
負
担
が
軽
く
プ

レ
ー
後
の
疲
労
感
が
少
な
い
、
自
然

な
緑
色
で
目
に
優
し
い
、
排
水
性
が

良
好
、
安
定
感
が
高
く
損
傷
や
表
面

の
摩
耗
も
少
な
い
、
と
い
っ
た
特
徴

を
持
つ
。
球
技
コ
ー
ト
、
陸
上
競
技

場
、
学
校
運
動
場
、
多
目
的
広
場
な

ど
、
多
彩
な
用
途
に
利
用
さ
れ
る
。

丸山台土地区画整理事業
（上：工事中、下：整備後（平成２年）の様子）
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昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
、
一
つ
の
時
代
が
終
わ
り
を
告

げ
た
。

昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ
六
〇
余
年
に
わ
た
る
昭
和
が
幕
を

閉
じ
た
の
だ
。
同
日
、
皇
太
子
・
明
仁
親
王
が
皇
位
を
継
承

さ
れ
新
天
皇
に
即
位
し
た
。
翌
八
日
、新
た
な
元
号
「
平
成
」

の
時
代
が
幕
を
開
け
た
。

バ
ブ
ル
経
済
に
沸
く
中
、
消
費
税
が
導
入
さ
れ
税
率
三
㌫

で
発
進
し
た
の
は
、
平
成
元
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
消

費
税
に
よ
り
景
気
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で

の
日
本
経
済
は
株
高
と
不
動
産
高
が
堅
調
で
あ
り
、
不
況
の

兆
し
は
う
か
が
え
な
か
っ
た
。
同
年
十
二
月
二
十
九
日
に
は

日
経
平
均
株
価
が
史
上
最
高
値
の
三
万
八
九
五
七
円
四
四
銭

を
記
録
す
る
な
ど
、
日
本
の
バ
ブ
ル
経
済
は
最
高
潮
に
達
し

た
。海

外
に
目
を
転
じ
る
と
、
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
は

急
速
な
変
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
。

四
月
、
中
国
で
民
主
化
運
動
を
武
力
で
弾
圧
す
る
天
安
門

事
件
が
発
生
し
た
。
十
一
月
に
は
東
西
冷
戦
の
象
徴
だ
っ
た

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
が
崩
壊
し
、
翌
十
二
月
に
は
米
ソ
首
脳

が
マ
ル
タ
で
会
談
、
冷
戦
の
終
結
が
宣
言
さ
れ
た
。

国
内
外
が
急
激
に
変
化
す
る
中
、
和
光
市
で
も
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
。
五
月
に
市
長
選
が
行
わ
れ
、
市
制
施
行
時
の

昭
和
四
十
五
年
か
ら
一
九
年
に
わ
た
り
市
長
を
務
め
て
き

た
現
職
の
柳
下
潔
市
長
を
田
中
茂
が
破
り
、
第
二
代
市
長

に
就
任
し
た
。
結
果
は
、
田
中
茂
九
四
五
〇
票
、
柳
下
潔

六
四
八
一
票
、
富
沢
実
四
八
二
二
票
で
あ
っ
た
。

柳
下
市
長
は
大
和
町
時
代
の
昭
和
四
〇
年
か
ら
二
四
年
に

わ
た
っ
て
、
著
し
く
成
長
す
る
本
市
の
舵
取
り
を
行
っ
た
。

米
軍
基
地
跡
地
問
題
の
解
決
と
地
下
鉄
誘
致
成
功
に
導
き
、

和
光
市
発
展
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
。

こ
の
年
四
月
に
は
和
光
都
市
計
画
地
区
計
画
が
決
定
、
和

光
市
駅
南
口
の
開
発
構
想
が
固
ま
り
、
長
年
県
に
要
望
し
て

い
た
和
光
市
駅
の
派
出
所
が
完
成
し
た
。
翌
五
月
に
は
長
期

に
わ
た
り
開
発
と
課
題
解
決
へ
の
道
が
模
索
さ
れ
て
き
た
東

京
外
か
く
環
状
道
路
（
以
降
外
環
道
）
が
着
工
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
松
ノ
木
島
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
し
た
。

一
方
、
外
環
道
建
設
に
伴
い
、
移
転
と
な
る
本
市
庁
舎
・

市
民
文
化
会
館
の
建
設
審
議
会
か
ら
中
間
答
申
が
出
さ
れ
、

住
環
境
に
な
じ
む
景
観
、
障
害
者
・
高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱

者
へ
の
配
慮
、
ハ
イ
テ
ク
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
緑
地
の

確
保
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

ま
た
、
新
庁
舎
は
市
内
中
央
部
よ
り
も
南
側
に
位
置
す
る

和
光
市
の

平
成
を
た
ど
る

新
た
な
時
代
の
幕
開
け

田
中
市
政
が
ス
タ
ー
ト

昭和の終わりから
平成の時代へ
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た
め
、
北
部
住
民
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
市
役
所
の

牛
房
出
張
所
と
吹
上
出
張

所
を
市
庁
舎
完
成
に
先
ん

じ
て
開
設
す
る
な
ど
、
本

市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
尽

力
し
た
柳
下
市
政
が
目
指

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
ま

さ
に
完
成
に
近
づ
い
て
い

た
年
で
も
あ
っ
た
。

新
た
に
就
任
し
た
田
中

市
長
は
、
医
療
法
人
を
経

営
す
る
現
役
の
医
師
で
も

あ
っ
た
。
就
任
時
は
、
外

環
道
の
通
過
に
伴
う
上
部

蓋
掛
け
の
利
用
や
市
役

所
・
市
民
ホ
ー
ル
の
建
設
、

駅
前
広
場
を
含
め
た
丸
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
、
中
央
区

画
整
理
事
業
、
総
合
体
育
館
の
新
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
・
イ
ン

フ
ラ
面
の
整
備
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
高
福
祉
、

高
教
育
、
好
環
境
」
の
実
現
と
い
う
理
想
を
抱
い
て
い
た
。

就
任
翌
年
の
新
年
の
挨
拶
で
は
「
明
日
の
和
光
市
を
は
ぐ
く

み
、
国
際
社
会
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
の
で
き
る
教
育
環
境
の
実
現
、
そ
し
て
和
光
市
に
住

ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
実
感
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
や
す

ら
ぎ
と
活
力
に
満
ち
た
質
の
高
い
居
住
環
境
の
整
備
、
さ
ら

に
は
他
の
国
に
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
迫
る
高
齢
化
社
会

を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
の
で
き
る
各
福
祉
制
度
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（『
広
報

わ
こ
う
』平
成
二
年
新
年
号
）と
語
っ
た
。

田
中
市
長
は
、
こ
の
理
想
を
実
現
す

べ
く
、
和
光
市
に
新
た
な
風
を
吹
き
込

ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。

そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
就
任
後
の

八
月
か
ら「
市
政
対
話
集
会
」を
ス
タ
ー

ト
し
、
市
内
五
会
場
を
め
ぐ
り
、
市
民

と
積
極
的
に
対
話
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

1

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年

三
月	

県
営
和
光
樹
林
公
園
の
一
部
が
開
園

四
月	

付
添
看
護
料
貸
付
制
度
が
ス
タ
ー
ト

	

和
光
市
駅
前
に
派
出
所
を
設
置

	

本
町
保
育
ク
ラ
ブ
開
設

五
月	

住
宅
巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施

	

市
長
選
で
田
中
茂
が
当
選

	

東
京
外
か
く
環
状
道
路
が
着
工

八
月	

第
一
回
市
政
対
話
集
会
を
実
施

九
月	

白
子
川
改
修
工
事
竣
工
。
白
子
橋
完
成

	

牛
房
、
吹
上
出
張
所
オ
ー
プ
ン

十
一
月	

う
け
ら
庵
を
再
建
（
本
町
）

	

大
字
新
倉
地
域
の
一
部
を
町
名
変
更

十
二
月	

松
ノ
木
島
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
の
歩
み

外環道大泉−和光間開通（平成４年）

外環道の工事の様子（平成元年）

牛房出張所吹上出張所

第１回市政対話集会

松ノ木島土地区画整理事業竣功式
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